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          スポーツ史学会事務局 
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                    札幌大学文化学部 瀧元研究室内 
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Ⅰ. 事務局報告  

１．スポーツ史学会第24回大会の開催 

 本年度の学会大会は11月27・28日に、大和郡山市

商工会館を会場に開催されました。 

第１日目には5題の一般発表があり、その後にシンポ

ジウム「社会史以後のスポーツ史研究：英国スポーツ

に見る＜伝統＞と＜近代＞」が開催されました。 

シンポジウムでは、松井良明会員の司会で、川島昭

夫氏（京都大学）の基調講演が行われ、引き続き坂上

康博会員、吉田文久会員による発表、シンポジウムを

行いました。アンティクァリアニズムとスポーツ、そして

ジョゼフ・ストラットに関する考察は、多くの参加された

方々が刺激されたのではないかと思われます。その 

後、会場を移して行われた懇親会とともに、盛会のうち

に終了しました。 

第２日目は10題の一般発表があり、最後に平成21

年度の総会が開かれました。 

 

２．平成22年度（第24回）総会について 

 平成22年度総会は、11月28日の一般発表終了後、

午後4時から開催されました。総会の内容について、ご

報告いたします。 

１．会長挨拶 

２．平成22年度スポーツ史学会 「奨励賞」 表彰 

選考委員長より選考結果の報告がなされ、藤井英嘉

会長より佐々木浩雄会員に賞状ならびに楯が授与さ

れました。 

○ 学会賞 ： 該当（推薦）なし 

○ 奨励賞 ： 佐々木 浩雄 会員 

 「量産される集団体操 －国民精神総動員と

集団体操の国家的イベント化」 

     （『幻の東京オリンピックとその時代 戦時期の

スポーツ・都市・身体』、青弓社、2009年9月

発行、pp.405-444、）  

３．議長選出  松尾順一会員が選出されました。 

４．報告事項 

１） 会況報告（事務局） 

8月30日現在の会況について、下記の通り報告が

ありました。     

会員総数204名 1機関 

   正会員182名 学生会員22名 賛助会員1機関 

会費納入状況 

平成22（2010〉年度納入者数  109名 

平成21（2009〉年度未納者数    43名 

平成20（2008〉年度未納者数   14名 

平成19（2007）年度未納者数    1名 

会費収入総額           1,050,000円 

２） 平成22（2010）年度事業・会計中間報告につい

て（事務局） 

   総会配布資料に基づいて事務局より今年度の事

業・会計中間報告が行われました（5,6頁【資料１-1】

【資料１-2】を参照）。 

３） 編集委員会報告（編集委員長） 

 編集委員長より 『スポーツ史研究』 第24号には、

原著論文、第23回学会大会シンポジウム再録（抄）

原稿の投稿があり、来年3月末日までに発行するた

め、現在、編集作業を鋭意進めていることが報告さ

れました。また、第24号の巻末に掲載する 「会員活

動報告」 （平成21年度修士・博士論文を含む）のた

めの用紙を「学会だより」 第99号に同封するので、
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記入のうえ返送してもらいたい旨もつけ加えられまし

た。 

４） 役員改選選挙結果の報告（選挙管理委員長） 

 平成22（2010）年度の役員改選選挙の結果につ

いて、次の通り報告されました。 

理事：大川信行、菅井京子、松尾順一、三井悦子 

    次点 福地豊樹 

５）会報 「ひすぽ」 について （企画担当理事） 

企画担当理事より、「ひすぽ」 の発行状況につい

て、7６、77号が発行済みであり、78号の原稿は1月

末締め切りで募集し年度内に発行予定であることが

報告されました。 

６） 次期学会大会について（学会担当理事） 

学会担当理事より、来年度、第25回大会の当番

校について、理事会で協議の結果、東海大学（松浪

稔会員）に決定したことが報告されました。 

 ７）会員名簿発行について（事務局） 

役員改選に合わせて会員名簿を更新するため、

「個人情報の連絡書」を「学会だより」 第99号に同

封するので、記入のうえ返送してもらいたい旨報告 

されました。なお、会員名簿として配布するものに 

は、氏名・2010年度現在の所属・所属先のメール 

アドレスを掲載することが付け加えられました。 

５．審議事項 

１） 平成21（2009）年度事業・決算報告について

（事務局） 

総会配布資料に基づき、事務局より昨年度の事

業報告が行われました（7頁【資料2-1】参照）。審議

の結果、平成21年度スポーツ史学会会計収支決算

報告書および 「学会活動準備金」収支決算報告書

が原案どおり承認されました（8,9頁【資料2-2】、【資

料2-3】を参照）。 

２） 平成23（2011）年度事業計画・予算案について

（事務局） 

 総会配付資料に基づいて事務局より来年度の事

業計画および予算案が提案されました（10頁【資料

3】参照）。審議の結果、原案どおり承認されました。 

３）『スポーツ史研究』投稿規程改定について        

（編集委員会） 

編集委員長より、『スポーツ史研究』掲載論文の著

作権ならびに氏名の欧文表記について、配付資料

に基づいて説明があり、審議の結果原案どおり承認

されました（11頁【資料４】を参照）。 

6．閉会の挨拶 

 

３．2010（平成22）年度会費納入のお願い 

 今年度（正会員8,000円、学生会員5,000円）の納入

はお済みでない方は、お早めに納入をお願いいたし

ます。昨年度以前の会費未納入の方におかれましても

今年度中の納入をお願いいたします。 

なお、会費納入状況等について疑問がおありの場

合には、ご面倒ですが事務局までお問い合わせくださ

い。 

 

 

郵便振替口座 ： 02720－2－52846 

加入者名    ： スポーツ史学会 

 

 

４．日本学術会議刊行物 

 月刊 『学術の動向』 2010年10月～12月号が事務

局に届いております。目次のコピーを同封いたします

ので、関心をお持ちの方はご連絡ください。なお、特

集記事はhttp://www.scj.go.jp からも閲覧可能です。 

 

5．「会員研究活動報告」の連絡について 

『スポーツ史研究』 第24号の巻末に掲載する 「会

員研究活動報告」 の用紙を同封しますので、平成２2

年度の研究活動報告 （修士・博士論文は平成21年

度） をご記入のうえ、来年1月22日までに事務局まで

ご返送くださいますようお願いいたします。また、この

件につきましては、Eメールでのご連絡も可能です。   

 Email:  seiki-t☆sapporo-u.ac.jp 

 

6．学会賞・奨励賞の推薦について 

平成23年度の学会賞・奨励賞の候補論文（著書）の

推薦依頼書を同封致しますので、ふるってご推薦くだ

さい。学会賞、奨励賞ともに、2名以上の会員の連名で

推薦することができます。推薦の際には、応募書式 

（推薦書式）に沿って作成した推薦書を、来年2月末日

http://www.scj.go.jp/
mailto:seiki-t@sapporo-u.ac.jp
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までに事務局までご郵送下さい。 

今回は、平成22年１月１日から１２月３１日までに刊

行された『スポーツ史研究』 その他の学術雑誌の論文

および学術的著書が対象となります。著者 （ファースト

・オーサー） が本学会員で、内容がスポーツ史に関連

するものに限られます。 

 

 

Ⅱ. 理事会報告  

 

１．第108回理事会 

第108回理事会がつぎのとおり開催されました。 

期 日：11月28日（日） 12時45分～13時15分 

場 所：大和郡山市商工会館3F和室 

出席者：藤井英嘉（会長） 

理事 野々宮徹(理事長)、井上邦子、坂上康博、

竹谷和之、船井廣則、松浪稔、松本芳明、 

瀧元誠樹（事務局） 

   欠席 池田恵子、松井良明（学会大会担当） 

１．議事録確認 

１）第107回理事会議事録の確認について 

２）メール審議の結果について 

２．報告事項 

１）会況報告について 

２）『スポーツ史研究』第24号編集進捗状況について 

３) 「ひすぽ」第78号編集進捗状況について 

４）日本スポーツ体育健康科学学術連合加盟団体メ

ーリングリストについて 

３．審議事項 

１)平成22年度総会の議事進行について 

２）会員の入会・退会について 

３）財団法人ミズノスポーツ振興財団助成金申請に

ついて 

４）会員名簿発行について 

 

２．第109回理事会 

 第109回理事会がつぎのとおり開催されました。 

期 日：11月28日（日） 16時50分～17時20分 

場 所：大和郡山市商工会館3F研修室2 

出席者：藤井英嘉（会長） 

理事 井上邦子、大川信行、菅井京子、竹谷和之、

松尾順一、松浪稔、松本芳明、三井悦子、 

瀧元誠樹（事務局） 

１．審議事項 

 １）会務、委員会の分担について 

 ２）平成23年度学会活動スケジュールについて 

 

３．新役員の分担 

 役員改選にともない、新理事長の互選ならびに会務

の分担が下記のとおりとなりました。 

  期 間：2010年12月～2012年11月 

  理事長： 松本芳明 

 

  会 務 

企画：井上邦子（正）、菅井京子（副）   

編集：竹谷和之（正）、松尾順一（副） 

渉外：松浪 稔（正）、大川信行（副）   

庶務：松本芳明（正）、三井悦子（副） 

庶務・会計（事務局）：瀧元誠樹 

 

委員会 

企画委員会：井上邦子（委員長）、松浪稔、大川信行、

菅井京子 

編集委員会：竹谷和之（委員長）、井上邦子、 

松尾順一、三井悦子 

HP委員会：松浪稔（委員長）、松本芳明、大川信行、

船井廣則（理事以外の委員） 

 

 

Ⅲ. 編集委員会報告  

               

１．『スポーツ史研究』 第２４号の編集進捗状

況について 

 11月28日現在、原著論文３篇、第23回学会大会シ

ンポジウム再録（抄）原稿の投稿があり、来年3月末日

までに発行するため、現在、編集作業を鋭意進められ

ています。機関誌に関するご意見、ご感想、ご要望等

がありましたら編集委員長までお寄せ下さい。 
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２．『スポーツ史研究』へのご投稿 

『スポーツ史研究』への投稿は随時受け付けており

ます。なお、2011年1月より、『スポーツ史研究』の投稿

先が次のように変わります。 

 

 

〒６５１－２１８７ 神戸市西区学園東町９－１ 

    神戸市外国語大学 竹谷研究室内 

スポーツ史研究編集委員長 竹谷和之 

Tel＆Fax：０７８－８９４－８２２１ 

 

 

Ⅳ. 会報「ひすぽ」報告  

 

１．「ひすぽ」第78号の原稿募集について 

次号「ひすぽ」第7８号の特集テーマは、「映像とスポ

ーツ史」 となっております。締め切りは平成23（2011）

年1月末日です。多くのご投稿をお待ちしております。 

なお、「ひすぽ」 の内容は特集テーマ以外にも、論

壇、自由テーマ、図書紹介、スポーツ博物館めぐり、内

外の学会・研究会情報などがあります。電子メールで

の投稿も可能ですので（事務局宛）、どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

２．「ひすぽ」特集テーマの募集について 

現在、第79号以降の特集テーマを募集しております

ので、事務局までお寄せください。皆様からの積極的

なご提案をお待ちしております。 

 

３．訂正について 

「ひすぽ」第７７号において、誤記がありましたので

訂正のご報告をいたします。 

 小野勝敏会員の論稿、４頁左欄の下から１３行目にあ

ります「明治24年」は、正しくは「明治27年」です。 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ. 会員の動向  

 

１．入会・退会 

 １）次の方の入会が承認されました。 

 阿部 武尊 （あべ たける） ：学生会員 

          一橋大学大学院 

 冨田 幸●（示に右）（とみた こうすけ） ：学生会員 

          東海大学大学院 

 中野 大地 （なかの だいち） ：学生会員 

          福岡教育大学大学院 

２）次の方の今年度末での退会が承認されました。 

 川島 虎雄 （かわしま とらお）：正会員 

 

２．住所不明者 

 現在、つぎの方々の住所が不明です。他学会などで

お出会いになられた方がおられましたら、ご本人にそ

の旨をお伝えいただければ幸いです。 

  

青山健太 桶谷敏之 北尾美帄 田原貴子 鄭光植 

 

 

 

※ 現在、2011年3月現在の「会員名簿」を発行す

る準備を進めております。その際、本年度の総

会でも報告されたとおり、お名前、所属先、所

属先メール・アドレスを記載することとなりま

した。そのほか、ご住所や電話番号などは、従

来どおり事務局で細心の注意を払って管理さ

せていただきますので、連絡先住所、所属先、

所属先メール・アドレス等に変更があった場合

には、同封の「個人情報の連絡書」をご利用に

なり、すみやかに事務局までご連絡ください。 

 

 

（注記） 

 巡回ロボット対策で、メールアドレスの＠を☆に変更して

います。実際にメールを送られる場合は、☆を＠に戻して

ください。 

 


